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1. 調査の目的と概要 

 多くの子供がスポーツを行い、さらにスポーツを長く続けてくれれば、必然的にスポー

ツ人口は増え市場も活性化されるはずである。つまり「子供とスポーツ」は、スポーツ産

業において極めて重要なテーマに位置づけられる。ただ疑問なのは、幼い子供は果たして

“自分の意思で”スポーツを始めるだろうかという点である。私たちは子供がスポーツを

始めるきっかけとして「メディアの影響」と「親の意向」の 2つが無視できないと考えた。 

 その仮説が成立する感触を2011年6月に行った予備調査(近隣スポーツクラブでの親世代

ヒヤリングと近隣小学校児童アンケート)で得たため、7～8 月で映画、テレビ番組、漫画、

ゲームなどに関する 1000 件以上のスポーツ関連アイテムをリスト化し、9月に 4 歳から 48

歳までの男女 1 万人以上にインターネットで本調査を実施した(若年層は親の代理回答)。 

 

2. 調査結果の考察 

2.1  男性で高い「スポーツ漫画トレンド」と「所属運動部トレンド」との連動性 

 まず部活動とスポーツ漫画の人気には一定の連動性が見られた。女性は主に 40 代にしか

当てはまらなかったが(テニス部＆『エースをねらえ！』、バレーボール部＆『アタック No.1』)、

男性においては顕著であった。人気の野球・サッカー・バスケットボール漫画に呼応する

ように、以降の世代で当該種目の部活順位が上昇していたからである(表 1・表 2)。 

2.2 「母親は育児熱心」で「父親は妻任せ」という傾向 

 次に、将来子供にさせたいスポーツに関してである。男性回答者・女性回答者ともに第 1

位は「本人の意思に任せる」で共通していたが違いもあった。男性は子供の性別に関係な

くどの世代でも第 2 位は「やってほしいスポーツはない」だったのに対し、女性は、これ

も息子・娘の違いに関係なく具体的に挙がっていたからである。この結果から、母親は育

児に明確なビジョンを持っているのに対し、父親は妻に任せる傾向が強いことが窺える。 

2.3 「流行に敏感」で「する/観るは別」という女性の特異性 

 前節に続いて性差が現れていた項目が 2点あった。一つ目はドラマ/邦画についてであり、

男性は自分が若い頃に観た作品への思い入れを今なお持続している (1974 年放送の『われ

ら青春！』や 1984 年放送の『スクール☆ウォーズ』が第 1 位)のに対し、女性は最近観た

作品への関心の方が強く(表 3)、今の流行を重視する。二つ目は行っているスポーツと観戦

スポーツの関連性についてであり、男性では両者の嗜好性が共通していたが、女性ではフ

ィギュアスケートや高校野球など、競技人口が少なかったり、女性の競技者があまりいな

いスポーツであっても関心が高く、“する”と“観る”は別物という価値観が読み取れた。 



3. 考察結果に基づく政策提言 

3.1 「育メン増加」による若年競技人口アップ 

 子供にさせたいスポーツ調査の男性回答者において「本人に任せる」「特になし」という

傾向が目立っていたため、父親が育児にもっと積極的になれば、若年層の競技人口アップ

に繋がることが期待される。たとえば自分がサッカー経験者ならば“なでしこブーム”を

受けて「娘と一緒にサッカーをしたい」と考える可能性なども高まるからである。 

3.2 「母親の願望」に応えるメディア作品と環境の提供 

 ただし子供がスポーツを始める際、母親の影響力は大きい。女性は流行に敏感なため、

普及させたい種目を扱うメディア作品をヒットさせることは効果的である。また娘にさせ

たいスポーツは、現状では競技人口や設備が不足するバレエや新体操の順位が高かった(表

4)。先に述べたように女性は理想と現実とを切り離して考える傾向もあるため、その点は注

意と検証が必要だが「人気を呼ぶ関連メディア」と「夢を支える環境」の提供が、普及の

鍵だと思われる。 

表 1. 人気スポーツ漫画 TOP5（男性サンプル世代別） 

漫画タイトル 支持率 漫画タイトル 支持率 漫画タイトル 支持率 漫画タイトル 支持率

1 SLAM DUNK 35.9% キャプテン翼 49.5% キャプテン翼 46.2% ドカベン 53.5%

2 るろうに剣心 30.3% SLAM DUNK 38.3% タッチ 36.8% 巨人の星 51.8%

3 キャプテン翼 29.9% キン肉マン 37.4% ドカベン 36.6% 侍ジャイアンツ 44.7%

4 タッチ 21.2% タッチ 35.0% キン肉マン 35.8% あしたのジョー 40.6%

5 はじめの一歩 20.8% はじめの一歩 28.3% 巨人の星 33.6% タッチ 32.8%

　　　世代
順位

25 - 30 歳　（N=1000） 31 - 36 歳　（N=1200） 37 - 42 歳　（N=1200） 43 - 48 歳　（N=1200）

 

表 2. 小学校高学年から高校までの所属運動部 TOP5（男性サンプル世代別） 

所属運動部 合計 所属運動部 合計 所属運動部 合計 所属運動部 合計

1 サッカー 33.0% サッカー 30.4% 野球（軟式+硬式） 28.5% 野球（軟式+硬式） 30.3%

2 野球（軟式+硬式） 30.3% 野球（軟式+硬式） 30.0% サッカー 26.8% サッカー 18.2%

3 バスケットボール 17.5% バスケットボール 18.9% 卓球 15.1% テニス（軟式+硬式） 15.0%

4 卓球 17.1% 卓球 18.3% テニス（軟式+硬式） 14.8% 卓球 14.4%

5 陸上 14.5% テニス（軟式+硬式） 16.3% バスケットボール 14.1% 剣道 13.8%

　　　世代
順位

25 - 30 歳　（N=1000） 31 - 36 歳　（N=1200） 37 - 42 歳　（N=1200） 43 - 48 歳　（N=1200）

 

表 3. 人気スポーツドラマ/邦画 TOP5（女性サンプル世代別） 

ドラマ/邦画タイトル 支持率 ドラマ/邦画タイトル 支持率 ドラマ/邦画タイトル 支持率 ドラマ/邦画タイトル 支持率

1 ROOKIES(2008) 18.8% ウォーターボーイズ(2001) 23.4% ウォーターボーイズ(2001) 24.0% Shall we ダンス？(1996) 21.2%

2 ウォーターボーイズ(2001) 18.5% ROOKIES(2008) 15.2% Shall we ダンス？(1996) 21.2% ウォーターボーイズ(2001) 19.9%

3 木更津キャッツアイ(2002) 12.3% 木更津キャッツアイ(2002) 14.7% フラガール(2006) 17.4% フラガール(2006) 15.4%

4 エースをねらえ！(2004) 10.8% Shall we ダンス？(1996) 14.7% ROOKIES(2008) 16.8% ROOKIES(2008) 14.8%

5 ブザー・ビート(2009) 10.5% フラガール(2006) 11.7% 木更津キャッツアイ(2002) 13.7% スクール☆ウォーズ(1984) 13.2%

　　　世代
順位

13 - 21 歳　（N=400） 22 - 30 歳　（N=1300） 31 - 39 歳　（N=1800） 40 - 48 歳　（N=1700）

 

表 4. 娘にさせたいスポーツ TOP7（女性サンプル世代別） 

 

 

 

 

 

＜資料・文献＞ 笹川スポーツ財団(2010) 子どものスポーツライフ・データ 2010、 

青少年のスポーツライフ・データ 2010、スポーツライフ・データ 2010 

スポーツ名 支持率 スポーツ名 支持率 スポーツ名 支持率 スポーツ名 支持率

1 本人の意思に任せる 50.4% 本人の意思に任せる 51.5% 本人の意思に任せる 51.0% 本人の意思に任せる 52.2%

2 水泳・スイミング 19.4% 水泳・スイミング 19.9% 水泳・スイミング 18.6% 水泳・スイミング 17.6%

3 バレエ 16.5% バレエ 14.4% やってほしいスポーツはない 13.8% やってほしいスポーツはない 14.0%

4 やってほしいスポーツはない 13.0% やってほしいスポーツはない 11.2% バレエ 13.8% バレエ 12.6%

5 テニス 6.2% テニス 6.7% テニス 6.8% テニス 6.6%

6 ヒップホップダンス 4.4% 新体操 4.2% 新体操 4.2% 合気道 3.5%

7 新体操 4.0% 合気道 3.5% ゴルフ 2.9% フィギュアスケート 3.0%

　　　世代
順位

25 - 30 歳　（N=1100） 31 - 36 歳　（N=1200） 37 - 42 歳　（N=1200） 43 - 48 歳　（N=1100）


